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　当日は、草間貞薬学部長を
はじめとして薬学部の先生方
に加え、日本薬剤師会の児玉
孝会長も駆けつけ、エールを
送った。草間薬学部長は、「ス
ポーツ推薦枠もない中、一般
入試で薬学部に入学し、留年
することなく全てをクリア
し、アスリートの最高峰のオ
リンピックへの出場の夢を叶
えた。願わくは、何色でもい
いからメダルを取ってもらえ
れば」と激励した。
　また、友人代表の２人から
花束と国旗が手渡された。国
旗は色とりどりのペンで書か
れた応援メッセージで埋め尽
くされ、隙間が見えないほど。
手渡した友人は、「行ってらっ
しゃい」と声をかけ、会場の
みんなが大きな拍手で送り出
した。
　松島さんは、「たくさんの
友達や先生方がいたからこそ
大学に通い続けることができ

た。メダルについては、まだそこまでの力は
ないと思っている。目標は準決勝、決勝に残
ること。テレビに映るのは準決勝から。ちょ
うどテスト期間と被る。その間、皆さんが元

気になってくれることを願
い、私もがんばってきたい」
と決意を述べた。
　松島さんは現在、世界ラン
キング 13 位に位置する。“ 大人たち ” の期
待がヒートアップする中、自身は状況を冷静
に分析・判断する。常にコンマ０秒以下で競
うアスリートならではの「考察」だ。

どんな時も笑顔を忘れずに
　壮行会終了後、松島さんはインタビューに
応えてくれた。毎日３時間のトレーニングが
欠かせないという松島さんだが、学業と水泳
を両立できた秘訣は何か。「秘訣はなくて大
変でしたが、水泳と勉強との気持ちの切り替
えができ、水泳の気分転換が学校に来ること、
学校の気分転換が水泳だったりと、気持ちの

やりくりがうまくできたこと」と話す。
　また、苦しいときに思い出すことは「にこ
にこ笑顔！」と言って笑う。これは松島さん
自身のテーマだそうで、「笑顔を忘れず、辛
い顔は見せないよう心がけている」という。
もちろん、壮行会中も笑顔を絶やさなかった。
　最後に同じ薬学生に向けてメッセージをお
願いした。「私は薬学生としては、ただの一
般人なので特にありません。ただ、自分も薬
学の勉強をしていて、やっぱり大変だと思い
ます。途中で諦めてしまう人や、勉強が辛く
ていやだなと思う人がいるかもしれません。
でも、楽しくやれば上手に頑張れると思いま

す。夢を諦めずに頑張ってほしいです」
と語る。
　アスリート松島さんの将来の夢は薬剤
師。ただ「スポーツをしているので、ドー
ピングに関連した何かができればいいな
と思っている。その意味ではスポーツ
ファーマシストの資格を取りたい」と教
えてくれた。
　女子 100 ｍ平泳ぎの準決勝が行われ
るのは 29 日、決勝は 30 日だ。２日と
も松島さんの勇姿と笑顔を見られること
を願いたい。
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　現役の薬学生スイマー松島美菜さん（日本大学４年生）が

27 日から開催されるロンドンオリンピックに出場する。運命

を決めた一戦は、第 88 回日本選手権水泳競技大会３日目の４

月４日、100 ｍ平泳ぎ決勝戦。0.02 秒という僅差で２位入賞、

ロンドンへの「切符」を手に入れた。５月 28 日、大きな夢の

実現に向け出国する松島さんを、学友たちが送り出すべく授業

の合間の昼休み、普段の「教室」を会場に壮行会が行われた。

終始和やかな雰囲気の中、「アスリート」の活躍を祈念した。

「教室」で学友が壮行会

学友に寄せ書きされた ｢日の丸｣ を渡す親友
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